
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

運動・遊び大好き！オリパラ教育推進事業推進校 事業実施報告書 

 
 

 

学校名【県立田布施総合支援学校】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･Ⅴ（複数選択可）  

２ 実施対象者 

（学年･人数） 
高等部生徒（普通科、就業実践科・産業科）１～３年 ９１名 

３ 展開の形式 ○学校における活動 

・教科名（ 体育 ） 

・行事名（ 文化祭 ） 

・その他（ 寄宿舎における学習 ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 
・オリンピック・パラリンピック教育を通じて、運動・スポーツへの関心を高 

め、運動習慣の定着・改善を図る。 

・トップアスリートによるデモンストレーションを通じて、運動や体力向上の

意欲を高める。 

５ 取組内容 １ トップアスリートによるスポーツ教室 

杉本瑛美維氏（陸上マスターズＭ30大会記録保持者）を招聘し、ヨガ体験

やストレッチなどの体つくり運動を実践。 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜講師招聘によるヨガ体験・体つくり運動＞ 

 

２ 学校全体で取り組むオリパラ教育 

（１）年間を通じた「体力づくり」設定による体力向上 

（２）寄宿舎における調べ学習による国際理解 

 

 

 

 

 

 
＜オリパラの歴史・開催国について学習＞ 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 
Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 
Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 
Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）文化祭におけるオリパラ教育発表 

 

 

 

 

 

 
＜オリパラに参加する世界の国旗について学習＞ 

 

６ 主な成果 

 
〇昨年度からのオリパラ教育全体を通じて、オリンピック・パラリンピックへ

の理解促進、興味関心の向上 

〇トップアスリートを講師に迎えて、運動・スポーツへの関心を高め、運動習

慣定着に向けた意識の醸成 

７ 実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

〇オリパラ教育の継続、トップアスリートの招聘による実践 

〇新型コロナウイルス感染症の感染予防等を行いながら、実施計画・内容の

変更・修正、改善 

〇保護者や地域、学校等との交流等を踏まえた実施計画 

（新型コロナウイルス感染症への感染予防等のため中止） 

８ 主な課題等 
〇各教科等における実施内容等を踏まえた年間計画等の立案・調整（教育課

程への位置づけ） 

〇新型コロナウイルス感染症への対応等による実施計画・内容の変更・修正、

講師の選定等 

〇新型コロナウイルス感染症への感染予防等を行いながら、交流及び共同学

習、地域等との協働活動の実践 

９ 来年度以降の

実施予定 
〇オリンピック・パラリンピックの開催年度であることから、スポーツに対

する興味・関心の向上、交流及び共同学習を通じた相互理解・共生社会の

実現に向けた理解促進 

・学校全体におけるオリパラ教育（継続性・系統性）の充実による異文化理

解・国際理解 

・トップアスリート招聘による実践 

・地域や保護者等との連携及び校種を越えた交流及び共同学習による協働

活動の充実 



 


